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現在までの支援状況

福島県に飲料水をお届けしました！

飲料水を福島県相馬市に運びました！ NEW!

ソニーイーエムシーエス（株）木更津サイト様から
ご提供いただいた備蓄用の飲料水を福島に運びました。

7月27日～28日、備蓄用の飲料水（2ℓ×6本×60 箱）を届
けました。相馬の漁業は津波で壊滅的な被害を受け、さらに
福島第一原発の事故により漁業が再開できない状況の中、朝
市クラブの方々は、県外の海産物を使った松前漬けの生産を
始め、塚田地区の仮設住宅「報徳庵」も開いて、地域での仕
事おこしを模索しています。NPO理事長の高橋さんによると、
多くの市民、特に子供のいる家庭では水道の復旧後も飲料水

に不安を持っており、水を購入し
ているとのことで、フードバンク
として今後も可能な限り支援を続
けていきたいと思います。
9月 7日～ 8日再度、飲料水を届
けに行きました。今回は高橋理事長のアレンジで、地域の団
体への寄贈となりました。新地町のまちづくり NPO「みらい
と」、相双地域の母子支援を行っている一般社団法人「Bridge 
for Fukushima（ブリッジ・フォー・フクシマ）」、相馬市尾
花の「みなと保育園」、福島の｢復興｣に尽力する南相馬市の
NPO「フロンティア南相馬｣の 4団体に合計 2トンの飲料水を
届けることができました。

❶ 飲料水を福島県相馬市
に運びました！

❷ 千葉市を中心にフード
ドライブを開催しました！

❸ フードバンク食品を利
用したランチミーティング
を行いました。

❹  ヤマサ醤油様より飲料
水を寄贈していただきまし
た。

❹  個人支援のお問い合わ
せも増えてきました！
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相馬はらがま朝市クラブの様子

朝市でに水の配布

福島県相馬市のNPO「相馬はらがま朝市クラブ」にお届けしました。
相馬はらがま朝市クラブは、被災した水産加工業者の方などが中心と
なって、昨年5月以来、毎週土・日に朝市を開催しています。仮設住
宅に避難している方たちなどを対象に、全国さまざまなところからの
支援物資を配布したり音楽ライブなどで多くの人を支援しています。

ご寄付のお願い
フードバンクちばでは、みなさまのご寄付や協賛金を受け付けております。活動をご理解いただき、ご協力ど
うぞよろしくお願いいたします。ご協力には下記郵便振替口座をご利用下さい。

● 郵便振替口座

口座名義  ：  フードバンクちば    口座番号  ：  00150-2-652117
● ゆうちょ以外からの振込先
銀行名 ： ゆうちょ銀行　種別 ： 当座　支店名 ： 〇一九店　口座番号 ： 652117　口座名義 ： フードバンクちば

お問い合わせ
ボランティア活動に参加してみたいという方を随時募集しています。またフードバンク活動についての詳細など
お気軽にお問い合わせください。

 043-375-6804 平日10:00～17:00             043-242-8900
※スタッフ不在の場合は、留守番電話にお名前とご連絡先電話番号をお話しください。折り返しこちらからご連絡いたします。            
  fbchiba@jigyoudan.com
http://foodbank-chiba.com  ブログ ： fbchiba.ko-me.com
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食品引き取りの様子　
遠方への引き取りも積み込みもスタッフで力を合わせて頑
張っています。持ち込みいただける方、引き取りをお手伝
いいただける方大歓迎です。

チャリティ用の缶バッジを作りまし
た。ぜひご協力お願いいたします。

2012年5月～9月までに
提供した食品

＜団体＞　41t.

＜個人＞　約100kg

内訳：お米・調味料・パスタ・
そうめん・ツナ缶・ジャム・
菓子・飲料など

独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業により作成しました。

「みなと保育園」の園児と一緒に

NPO「フロンティア南相馬」のみな
さん

余ってませんか。もったいない食品大募集中!!
【ご家庭から】
フードバンクちばでは、家庭で余っている食品（保存可能な物）を募集
しています。

寄付いただきたい食品
□  穀類（お米、麺類、小麦等） □  保存食品（缶詰、瓶詰等）
□  乾物（のり・豆など） □  インスタント食品・レトルト食品
□  調味料各種、食用油 □  ギフトパック（お歳暮・お中元等）
□  飲料（ジュース・コーヒー・お茶等）

【企業等から】
包材の破損や賞味期限間近などにより、廃棄する予定の食品（賞味期限１カ月以上）などがございましたら、ぜひ
ご寄贈ください。条件等は別途ご相談させていただきます。



千葉市を中心にフードドライブを開催中です！

９月１０日（月）～２８日（金）保健福祉センターの社会福祉協議会事務所などで
家庭で余っている食品を回収しています！

９月２８日までフードドライブ（食品の回収）を開催中です。今
回は千葉市社会福祉協議会のご協力を得て、千葉市内各区の保
健福祉センターにある社会福祉協議会事務所が回収窓口になっ
ています。（社）千葉県労福協や船橋市のワーカーズコープちば
の本部をはじめ、美浜区にある障がい者の就労支援施設「カフェ・
バルコニーの家」にもご協力いただきました。また『地域新聞』
の取材記事にも合わせてフードドライブについて告知していた
だきました。公民館やコミュニティセンターなどの公共施設にチ
ラシを置いていただいたり、チラシのポスティングを広範囲で行
うなど告知にも力を入れました。千葉市内全域を中心に広範囲
でフードドライブを行うこの機会に、フードバンクちばの活動を
多くの方に知っていただければと思っています。

ヤマサ醤油様より寄贈していただきました。

銚子市のヤマサ醤油（株）様より醤油やだし醤油、昆布つゆ、鍋つゆなどをご寄贈いただきま
した。これらの醤油は銚子より宮内秀男環境保全室長と業務課の加瀬道美さんが運んで来て
下さいました。ありがとうございました。今後は遠方への食品の引き取りおよび配送が課題と
なります。配送のご協力や運送ボランティアなどご協力いただける企業様や個人の方はぜひお
声かけをお願いいたします。

フードバンンクについて
取材していただきました。
東京新聞／千葉版（平成
24 年 9 月 15 日付）に掲
載されました。

『フードバンクちば』の現
状を丁寧に取材していた
だきました。フードドラ
イブの告知も掲載してい
ただきました。地域新聞
（平成24年 9月 7日付）

メディア掲載情報を
ご紹介します。

フードバンク食品を利用したランチミーティングを行いました。

失業者や生活困窮者の方の居場所づくりを目的にはじめました。

フードバンクちばを運営するワーカーズコープちば・サポート
センターオアシスでは、失業者や生活保護受給者の方たちと
フードバンク食品を用いたランチミーティングを行いました。
第1回は７月２４日、メニューはアルファ化米の五目ごはんと
コーンスープ、お手伝いをしている若葉区の農園で採れたジャ
ガイモを使ったポテトサラダなどでした。食後には「お金をか
けない暑さ対策」について、皆で意見交換を行いました。
第２回は８月２４日、ひやむぎをヤマサ醤油様からご提供いた
だいた麺つゆでおいしくいただきました。この回は精神保健福
祉士の大平先生をお迎えして『お酒の上手なつきあい方』に

ついてお話いただきました。ミーティング終了後は、参加者にフードバンクで配るお菓子を
小分けにするお手伝いしていただきました。お菓子は千葉市中央公園で行われている炊き出
しで使われました。次回のランチミーティングでは『フードバンクについて』というテーマで、
食品のリサイクルについて理解を深めてもらえればと思っています。少なからず生活に困窮
している方たちに向けて今後も月1回程度、ランチミーティングを行っていきます。

個人支援のお問い合わせも増えてきました！

個人支援については、基本的に公的及び民間の相談機関等を通じて行います。

フードバンクちばでは、食品を必要とする団体とあわせて、困窮した個人の支援も行います。個人支援については、
基本的に公的及び民間の相談機関等を通じて行います。この間の支援についてご紹介します。。

介護事業所ケアマネージャーより
　千葉市あんしんケアセンター（地域包括
支援センター）より、介護事業所を通じて
の依頼。60 代の夫婦で金銭を紛失したた
め、緊急に支援してほしい。

X市社会福祉課より
　母の遺族年金（5万円）で生活しているが、
水光熱費を滞納。市税等は支払が困難なた
め自宅売却後に清算予定。現在求職中であ
るが、希望に見合った仕事が見つからない。

中核地域生活支援センターより
　80代の母親（認知症あり）と 50代息子（精
神障害と事故による肢体不自由、知的障害
の疑いあり）の2人で一戸建てに住んでおり、
多重債務を抱え二人とも成年後見の利用を
進めている。水光熱の支払いが滞り、ガス・
電気が止まる恐れあり。年金支給を受ける
まで、早急な対応が必要

船橋市民生委員より
　団地でひとり暮らしをしているが、腰を
痛め失職。民生委員に相談し、ワーカーズ
コープちばを通じて食品の依頼。米や調味
料、菓子などを送付

80代母親
50代息子

60代
女性

60代
夫婦

60・40代

男性

フードドライブ回収窓口の様子

ひやむぎも大好評でした

フードバンクボランティア
の様子

モスフーズ様よりご提供い
ただいたコーンスープ
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